
発行宇治市

編集文書広報課

■ｆツ岫宇乱北琶：ｉ：ｉ蔭地

・£．．’：ｃ3141㈹

●海ＪｌＩＭ・ｌｌｌｌ・2＼［！Ｖ－行

8／21
昭和57年

（1982年）

市の人口

（昭和57年8月1日現在）

世帯数49，628世帝（前月比72世帯増）

人口157，028人（前月比382人増）

男78，443人

女78，585人

第603号

ま
ず
議
会
な
ど
4
階
建
て

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
現
市
役
所
南
隣
の
菟
道
第
二
小
学
校
跡
地
に
建
設
を
予
定

し
て
い
る
市
庁
舎
増
築
の
基
本
計
画
を
ま
と
め
、
今
秋
か
ら
議
事
堂
を
中
心
と
し

た
第
一
期
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
庁
企
層
築
は
、
急
激
な
行
政

需
要
か
ら
組
織
の
雰
散
配
置
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
に
対

処
す
る
た
め
で
、
来
春
予
定
の
第

一
期
完
成
時
点
で
、
す
べ
て
の
プ

レ
ハ
ブ
庁
舎
な
ど
を
解
消
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

全
般
的
な
計
回
と
し
て
は
、
現

市
役
所
か
ら
教
育
庁
舎
間
冷
公
共

用
地
の
場
と
し
て
位
以
つ
け
、
こ

の
間
、
約
一
万
七
千
八
百
五
十
平

方
討
の
敷
地
に
、
「
昭
和
七
十
五

年
に
予
想
さ
れ
る
人
口
二
十
二
万

人
、
職
員
竺
千
九
百
人
」
に
対

応
し
て
新
庁
舎
を
増
築
す
る
も
の

で
、
第
二
期
以
降
の
工
事
は
、
財

政
状
況
を
見
な
が
ら
、
今
後
十
年

間
ぐ
ら
い
の
中
で
す
す
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

身
障
者
も
利
用
で
き
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
初
設
置

建
物
は
、
北
側
か
ら
高
層
（
地

上
八
階
、
地
下
一
階
）
、
低
層
（
地

上
二
階
、
地
下
一
階
）
、
中
層
（
地

上
四
階
）
の
三
棟
を
建
設
す
る
こ

と
に
し
て
お
り
、
こ
の
シ
ち
中
層

棟
が
第
一
期
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
期
の
建
設
は
、
地
上
四
階
、

延
べ
三
千
七
百
十
五
μ
の
庁
舎

で
議
会
関
係
が
中
心
。
三
、
四
階

吹
き
抜
け
の
議
場
と
、
四
階
に
傍

聴
席
を
設
け
、
二
基
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
ｍ
。
障
害
者
の
傍
聴
が

容
易
に
な
る
ぷ
つ
一
基
は
、
傍
聴

席
直
行
の
専
用
エ
。
レ
ベ
ー
タ
ー
に

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
二
階

は
各
会
派
の
議
員
控
室
、
議
長
室
、

副
議
長
室
、
議
会
事
務
局
、
応
接

お母さんも熱心にメモ

夏休み親子見学会

室
な
ど
で
、
三
階
は
三
委
員
会
室

と
議
場
。
一
階
は
窓
口
部
問
の
事

務
室
と
し
て
利
用
す
る
予
定
。

実
施
設
計
で
は
、
身
体
障
害
者

も
利
用
で
き
る
ぷ
フ
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
初
設
置
な
ど
、
福
祉
環
境
整

備
要
綱
に
積
つ
く
基
準
を
完
全
適

用
し
、
一
階
部
分
八
百
十
六
平
方

μ
に
は
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

の
ホ
ー
ル
も
広
く
と
っ
た
設
計
と

な
っ
て
い
ま
す
。

8
月
4
日
と
1
2
日
、
夏
休
み
親

子
昌
蚕
を
開
催
。
こ
の
両
日
で

二
十
九
組
、
六
十
三
人
が
参
加
。

城
南
衛
生
管
理
組
合
の
沢
清
掃

工
場
、
宇
治
市
水
道
部
の
宇
治
浄

水
場
、
京
焼
陶
芸
の
炭
山
工
芸
村

を
見
学
。
工
芸
村
で
は
絵
付
け
を

楽
し
み
ま
し
た
。
日
ご
ろ
こ
う
し

た
施
設
を
見
る
機
会
の
少
な
い
お

か
あ
さ
ん
た
ち
は
、
小
学
生
に
負

け
ず
熱
心
に
メ
モ
。

参
加
者
か
ら
は
、
来
年
も
ぜ
ひ

こ
の
よ
シ
な
見
学
会
を
し
て
ほ
し

い
と
好
評
で
し
た
。
（
写
真
は
、

炭
山
工
芸
村
で
お
皿
や
湯
の
み
に

思
い
思
い
の
絵
を
付
け
る
参
加
者
）

な
お
、
現
在
市
で
は
、
福
祉
事

務
所
、
水
道
部
、
企
圃
課
な
ど
が

プ
レ
ハ
ブ
ニ
棟
に
入
っ
て
お
り
、

建
設
部
の
一
部
が
消
防
庁
舎
な
ど

に
間
借
り
し
て
い
る
状
態
で
す
。

Ｌ
が
し
、
第
一
期
工
事
が
完
成
す

る
と
現
議
場
や
委
員
会
室
が
使
え

る
た
め
、
こ
の
時
点
で
、
分
散
配

置
を
解
消
、
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
の
跡

地
な
ど
は
駐
車
場
な
ど
に
当
て
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

93

宇治市障害者福祉

都市推進協が発足

市
で
は
、
去
る
八
月
十
日
に
宇

治
市
障
害
者
福
祉
都
市
推
進
協
議

会
一
を
設
ほ
。
第
一
回
委
員
会
で
、

会
長
に
中
川
恵
次
さ
ん
（
宇
治
商

国際障害者年

シンボルマーク

エ
会
議
所
副
会
頭
）
、
同
代
理
に

大
北
幸
平
さ
ん
（
宇
治
市
民
生
児

帝
姿
員
協
議
会
襲
冒
副
会
長
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
市
が
今
年
度

か
ら
二
年
間
、
厚
生
省
の
「
障
害

者
福
祉
都
市
」
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
障

害
者
の
生
活
環
境
の
改
善
、
障
害

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
、
心
4

障
害
児
の
早
期
療
育
の
推
進
お
よ

び
市
民
啓
発
事
業
公
総
合
的
に
実

施
し
、
健
康
で
豊
か
な
睨
つ
く
り

鷺
碓
進
す
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。

発
足
し
た
協
議
会
は
保
健
医
療

団
体
、
障
害
者
団
体
、
竺
福
祉

関
係
や
行
政
の
代
表
な
芦
委
員
三

十
人
で
構
成
。
任
期
は
、
指
定
期

間
の
五
十
九
年
三
月
末
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
十
日
、
池
本
市

長
か
ら
委
員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
、
市
側
か
ら
障
害
者
福
祉
都
市

推
進
事
業
お
よ
び
実
施
計
画
の
説

明
倉
行
い
ま
し
た
。
委
員
の
み
な

さ
ん
は
次
の
通
り
。
（
敬
称
略
）

藤
井
一
男
、
榎
川
米
三
、
藤
林
博

息
、
林
昭
二
、
組
藤
利
夫
、
浅
井

熊
造
、
安
岡
博
文
、
大
北
幸
平
、

ぢ
本
一
義
、
井
岡
勉
、
提
武
彦
、

川
原
一
行
、
松
本
登
、
中
川
恵
次
、

大
沢
馨
、
林
崎
二
郎
、
本
多
重
久
、

杉
本
千
代
子
、
橋
本
晴
夫
、
山
本

司
郎
、
野
村
徹
志
、
原
田
和
久
、

堀
井
治
樹
、
村
上
好
弘
、
高
田
晃

宏
、
谷
日
出
夫
、
小
林
巧
、
吉
川

博
義
、
伊
藤
博
昭
、
土
田
舜
一
。

に
向
け

市
準
備
推
進
本
部
を
設
置

市
で
は
、
こ
の
ほ
星
〈
年
後
の

京
都
国
体
に
向
け
、
本
格
的
に
準

備
を
す
す
め
て
い
く
た
め
、
庁
内

に
推
進
本
部
（
正
式
名
称
＝
第
4
3

回
国
民
体
育
大
会
宇
治
市
準
偉
推

進
本
部
）
舎
爾
野
生
し
た
。

京
都
国
体
で
は
、
府
立
山
城
総

合
運
動
公
園
「
太
陽
が
丘
」
の
関

係
で
、
京
都
市
に
次
い
で
宇
治
市

開
催
種
目
が
多
く
持
ち
込
次
れ
る

も
の
と
み
ら
れ
る
た
め
、
選
手
団

の
受
入
れ
、
各
競
技
企
一
の
開
催
、

運
営
に
あ
た
っ
て
、
万
全
な
体
制

の
確
立
が
必
要
で
す
。

今
回
設
置
さ
れ
た
推
進
本
部
は
、

こ
フ
し
た
準
備
夕
総
合
的
に
す
す

め
て
い
く
た
め
の
も
の
で
、
石
井

助
役
客
総
長
と
し
、
中
野
助
役
、

岩
本
教
育
長
、
吉
村
収
入
役
、
中

本
水
道
小
業
管
理
者
聚
副
部
長
と

し
以
下
、
部
長
、
教
育
次
長
、
福

祉
事
務
所
長
、
消
防
長
で
本
部
会

議
を
構
成
し
、
事
業
の
調
整
や
調

査
な
ど
を
行
ラ
た
め
に
幹
事
会
や

専
門
委
員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

推
進
太
部
の
基
本
方
針
は
次
の

通
り
で
、
「
市
民
の
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
″
話
本
政
策
の
一
つ

と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
宇
治
市
に
あ
っ
て
、
京
都
国
体

の
果
た
す
役
割
は
宇
治
市
民
総
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
な
意
義
を

持
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
府

の
国
体
準
備
の
動
向
と
あ
わ
せ
、

市
で
も
受
け
入
れ
準
備
体
制
に
つ

い
て
行
政
関
係
機
関
は
も
ち
ろ
ん

市
民
の
英
知
と
理
解
、
男
力
の
も

と
に
結
災
し
た
大
会
準
備
に
万
全

を
期
す
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

ま
ず
国
体
受
入
れ
の
た
め
の
必
要

な
組
織
体
制
の
ぼ
立
を
図
る
と
と

も
に
、
こ
の
大
会
を
契
機
と
し
て

十
五
万
市
民
の
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ

京都国体を市民の手で成功させよう

（3月ｌ4日、山城総合運動公園）

の
振
興
、
推
進
、
さ
ら
に
こ
の
こ

と
が
、
心
の
ふ
れ
お
い
と
市
民
文

化
、
産
業
の
発
展
に
資
す
こ
と
を

期
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
‘
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

市庁舎の増築工事
今秋からスタート

昭
和
6
3
年
京
都
国
体
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（塔ノ島で）昨年のコンサート

一
、
〇
〇
〇
人
の
ブ
ラ
ス

宇
治
市
、
城
陽
市
、
久
御
山
町

の
中
学
校
と
高
等
学
校
の
吹
奏
楽

部
が
、
第
Ｈ
1
1
回
オ
ー
プ
ン
エ
ア
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
中
学
校

と
高
等
学
校
の
交
流
を
深
め
、
ク

ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
市
民
の
み
な

さ
ん
に
も
発
表
し
て
、
地
域
に
と

け
こ
ん
だ
音
楽
会
に
し
よ
う
と
い

シ
も
の
で
す
。

企
画
や
運
営
、
選
曲
は
す
べ
て

生
徒
が
中
心
。
演
奏
す
る
曲
名
は
。

「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
づ
・
Ｉ
ク
」
「
ス

パ
ニ
″
シ
ュ
フ
ィ
バ
ー
」
「
オ
ブ

ラ
デ
ィ
オ
ブ
ラ
グ
」
な
ど
、
市
民

の
み
な
さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い
る

曲
が
演
奏
さ
れ
ま
す
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
高
等
学
校

の
あ
る
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
か
れ
て

中
学
生
と
高
校
生
が
合
同
で
練
習

を
重
ね
て
い
毒
ｙ
。

す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聞
き
に
ぜ

ひ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
：
8
月
2
9
日
間
。
午
後
6

時
半
か
ら

▽
と
こ
ろ
・
：
府
立
宇
治
公
園
（
塔

ノ
島
）

（
社
会
教
育
課
）

市
民
総
合

体
育
大
会

第
1
6
回
市
民
総
合
体
育
大
会
が

開
ら
か
れ
康
司

〈
水
泳
〉

▼
と
亭
・
8
月
2
9
日
㈲
、
午
前

1
0
時
▼
と
こ
ろ
・
：
黄
璧
公
園
ブ
1
‐
・

ル
▼
資
格
・
：
小
学
校
二
年
以
上
▼

参
加
料
…
無
料
▼
種
目
・
・
・
バ
タ
フ

ラ
イ
公
惨
ユ
双
泳
と
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
競
技
▼
申
込
み
・
・
上
林
書

店
（
豊
⑩
－
3
7
7
7
）
へ
。

〈
陸
上
〉

▼
と
き
・
：
9
月
2
6
日
間
、
午
前

9
時
▼
と
こ
ろ
：
太
陽
が
丘
陸
上

競
技
場
▼
資
格
…
市
民
か
市
内
通

勤
・
通
学
者
▼
参
加
料
…
小
・
中

学
生
無
料
、
高
校
生
三
百
円
、
一

般
五
百
円
▼
種
目
…
男
子
＝
小
学

生
4
種
目
、
中
学
生
8
種
目
、
高

校
生
・
一
般
＝
9
種
目
。
女
子
＝

小
学
生
3
種
目
、
中
学
生
6
種
目
、

高
校
生
・
一
般
7
種
目
▼
申
込
み

Ｉ
9
月
1
0
日
ま
で
に
宇
治
市
陸
上

競
技
協
会
（
豊
⑩
0
7
9
7
）
か
宇

治
市
体
育
協
会
（
ａ
⑩
1
9
0
5
）

へ
。
吊
民
体
育
課
）

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
Ａ
コ
ー
ス
（
北
部
地
域
）
、

火災予防

④

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
暑
い

日
が
続
浙
蚤
す
と
、
4
体
が
だ

る
く
何
事
か
ず
る
に
も
お
っ
く

う
に
な
り
ま
す
。
日
頃
見
慣

れ
た
り
、
使
い
慣
れ
て
い
る
火

に
も
、
注
意
力
が
お
八
モ
か
に

な
り
弓
い
う
っ
か
り
”
の
火

災
に
結
び
つ
き
ま
す
。

パ
ブ
リ
″
ク
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
小

倉
＝
9
月
9
日
・
1
0
日
・
1
6
日
・

1
7
日
、
午
前
1
0
時
か
ら
1
1
1
1
時
半

▼
Ｂ
マ
ー
ス
（
北
部
地
域
）
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
小
倉

＝
9
月
1
日
・
6
日
・
8
日
・
1
3

日
、
午
後
6
時
か
ら
7
時
半
▼
Ｃ

コ
ー
ス
（
南
部
地
域
）
、
宇
治
ロ

ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
＝
‥
9
月
2
日

・
4
日
・
9
日
∴
Ｈ
日
▼
参
加
料

・
：
各
コ
ー
ス
と
も
三
千
円
▼
申
込

み
…
…
9
月
1
日
ま
で
に
、
広
瀬

さ
ん
（
小
倉
町
老
ノ
木
2
0
の
6
登

⑩
3
8
7
3
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

府
立
山
城総

合
運
動
公
園

〈
婦
人
健
康
体
力
づ
く
り
教
室
〉

▼
と
き
・
：
9
月
3
日
か
ら
1
0
月

9
9
日
毎
週
金
曜
日
、
午
前
9
時
半

か
ら
1
2
時
▼
と
こ
ろ
・
：
太
陽
が
丘

墜
エ
競
技
場
▼
参
加
料
・
：
二
千
八

百
円
▼
内
容
…
健
康
体
操
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
、
ス
ト
レ
″
チ
体
操
な
ど

▼
申
込
み
…
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
記
入
し
て
、
8
月
2
8

日
ま
で
に
太
陽
が
丘
公
園
セ
ン
タ

ー
（
広
野
町
八
軒
屋
谷
1
）
へ
。

〈
小
学
生
陸
上
競
技
教
室
〉

▼
と
き
・
：
8
月
2
7
日
・
2
8
日
・

3
0
日
・
3
1
日
、
午
前
9
時
半
か
ら

も
し
、
「
我
が
家
が
火
事
に

な
っ
た
ら
」
と
考
え
た
だ
け
で

も
恐
ろ
し
く
な
り
ま
す
ね
。

火
災
を
起
し
た
人
は
よ
く
、

・
・
一
争
一
一
・
ス
イ
″
チ
や
コ
ッ
ク
を
。
切
り

忘
れ
て
”
と
か
弓
い
う
っ
か

実
に
は
そ
う
い
っ
た
自
信
過
剰

の
家
庭
か
肥
ハ
災
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
に

は
、
毎
日
の
生
活
の
中
に
防
火

の
習
慣
と
し
て
、
防
火
の
4
チ

夏
ば
て

う
っ
か
り
火
災
防
止

り
し
て
”
と
い
う
言
葉
が
返
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
は
「
我

が
家
か
旭
ハ
事
は
起
こ
ら
な
い
」

と
い
う
例
外
的
な
見
方
や
、
考

え
方
を
す
る
人
が
非
常
に
多
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
如
し
現

1
0
時
▼
と
こ
ろ
・
：
太
陽
が
丘
競
技

場
▼
参
加
料
…
千
二
百
円
▼
内
容

・
：
走
・
跳
・
短
距
離
・
ハ
ー
ド
ル

な
ど
▼
申
込
み
…
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
学
年
を
記
入
し
て
、
8

月
2
6
日
ま
で
に
公
園
セ
ン
タ
ー

（
豊
⑩
－
7
6
7
8
）
へ
。
ま
た

は
、
電
話
で
。
（
市
民
体
育
課
）

夏
期
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

講
習
会

ｙ
と
き
…
8
月
3
0
日
剛
、
午
前

1
0
時
か
ら
午
後
3
時
半
▼
と
こ
ろ

‥
・
・
木
幡
中
学
校
▼
対
象
：
学
校
教

育
・
社
会
教
育
に
携
っ
て
い
る
人

▼
定
員
・
・
巾
人
▼
直
接
会
場
へ
お

越
Ｌ
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。
吊
民
体
育
課
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▼
と
き
…
8
月
2
6
日
か
ら
9
月

1
8
日
ま
で
の
毎
週
木
・
土
曜
日
、

午
後
7
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
南

小
倉
小
学
校
体
育
館
▼
参
加
料
・
：

五
百
円
▼
定
員
・
：
中
学
生
以
上
3
0

人
▼
申
込
み
・
：
市
民
体
育
課
へ
。

吊
民
体
育
課
）

◇

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
あ
る

ふ
る
さ
と
宇
治
牽
め
ざ
す
地
域
整

備
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
次
の

二
地
域
で
協
議
会
を
開
催
。
協
議

エ
″
ク
を
実
践
す
る
ふ
つ
に
家

族
で
話
見
□
ま
し
ょ
う
。

防
火
の
チ
ェ
ッ
ク
と
は

①
場
所
は
危
険
で
な
い
か
。

②
器
具
は
安
全
か
。

③
使
い
方
は
正
し
い
か
。』

ｋ
Ｚ
7
‐
ｌ
ｋ
‐
｀
7
ｋ
ｋ
｀
・
7
り
ｌ
ｋ
・
一
ｌ
ｌ
－

会
は
公
開
か
原
則
で
、
住
民
の
み

な
さ
ん
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

〈
六
地
蔵
・
木
幡
地
域
〉
▼
と

き
…
8
月
2
5
日
、
午
後
7
時
3
0
分

か
ら
9
時
4
0
分
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡

公
民
館
二
階
学
習
室

〈
笠
取
地
域
〉
▼
と
き
・
・
・
8
月

2
7
日
、
午
後
7
時
3
0
分
か
ら
1
0
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
笠
取
南
部
災
陽

（
企
画
課
）

未
就
業
看
護
婦
の調

査

看
護
婦
田
、
准
看
護
婦
山
、
助

産
婦
、
保
健
婦
の
資
格
か
痔
ち
な

が
ら
、
現
在
業
務
に
つ
い
て
お
ら

れ
な
い
人
で
、
前
回
ま
で
の
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
な
い
人

は
、
電
話
ま
た
は
、
は
が
き
な
ど

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
｀

▼
連
絡
事
項
・
：
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
免
許
種

別
▼
受
付
期
間
・
：
9
月
1
日
か
ら

3
0
日
▼
連
絡
先
…
京
都
府
宇
治
保

健
所
（
宇
治
若
森
7
の
6
豊
⑩
2

1
9
1
）
（
宇
治
保
健
所
）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

▼
日
程
と
会
場
・
：
9
月
1
日
か

ら
。
4
月
Ｈ
日
発
行
の
市
政
だ
よ

り
「
予
防
接
種
日
程
表
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
▼
対
象
：
満
4
歳
ま
で

の
乳
幼
喝
で
き
る
だ
け
早
い
時

－

ら ー

④
あ
と
始
末
は
安
全
か
。

（
消
防
本
部
）

Ｓ
」
・
’
7
1
－
Ｑ
－
一
1
・
－

≧

？・

｜・炉＾”Ｊ・ＩＦ．＾ｊ・ｒ．“41Ｆ？Ｊ11ｒ－24●Ｆ？Ｊ闘ｒ．｀ｊ・ＩＦｙＪｌｆｙ

期
（
生
後
3
ヵ
月
ぐ
ら
い
か
ら
）

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
持
参

す
る
も
の
…
母
子
手
帳
と
問
診
票

▼
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
か
曼

け
ら
れ
な
い
子
μ
石
…
①
三
種
混

合
予
防
接
種
を
受
け
て
1
週
間
以

内
②
は
し
か
の
予
防
接
種
を
受
け

て
1
ヵ
月
以
内
③
以
前
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ

か
接
種
し
た
子
μ
石
④
流
行
性
耳

下
腺
炎
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
水

痘
が
治
ゆ
し
て
か
ら
1
ヵ
月
以
内

▼
注
意
・
：
体
温
は
会
場
に
来
る
前

に
必
ず
測
っ
て
き
て
く
だ
洽
い
。

（
保
健
衛
生
課
）

交
通
指
導
員
の

募
集

▼
対
象
・
：
毎
朝
勤
務
（
午
前
7

時
半
か
ら
8
時
半
）
が
可
能
な
人

（
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）
▼
勤
務

場
所
…
伊
勢
田
小
学
校
区
内
吊

農
協
伊
勢
田
支
所
前
）
▼
募
集
人

員
：
ｉ
名
▼
申
込
み
・
＝
市
販
の
履

歴
書
に
記
入
の
う
え
、
8
月
2
4
日

ま
で
に
交
通
労
政
課
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

今
月
は

市
・
府
民
税
の
納
期

八
月
は
、
市
・
府
民
税
の
第
2

期
の
納
期
月
で
す
。

納
期
内
に
お
忘
れ
な
く
も
よ
り

の
金
融
機
関
か
納
税
課
で
お
納
め

く
だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

・ ・ Ｓ 「
● ． ｜ ・ ． Ｉ ． ♂ ｆ ・ 6 峰

● ＝ 心 丿

Ｉ ｀ ・ ← ・ ｜ ｜ ・ ｌ Ｕ ｌ ｌ ｐ
7 ・ ・ ・ ・ ・ ． Ｊ ｜ ・ ． ・ ・ ・ Ｉｉ ． 4 ． ， ¨ ・ ． ・ ・ ・ ・ ’ 「 ら4 ・ Ｉ Ｉ Ｍ

仮
称
槇
島
第
二
小
学
校

校
名
募
集

来
年
四
月
に
開
校
予
定
の
仮

称
梯
に
第
二
小
学
校
（
極
島
町

本
屋
敷
）
の
校
名
を
広
く
市
民

か
ら
募
集
し
ま
す
。

▼
資
格
・
：
市
民
▼
応
募
方
法

・
：
は
が
き
に
校
名
と
そ
の
理
由
、

住
所
、
氏
名
、
年
令
を
記
入
▼

募
集
期
間
・
・
・
8
月
…
｛
一
日
か
ら
9

月
4
日
▼
送
付
先
・
：
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
（
宇
治
琵
琶
4
5
）

（
学
校
教
育
課
）

地
域
社
会
か
ら
悲
惨
な
交
通

事
故
を
な
く
し
、
住
み
よ
い
社

会
を
築
く
た
め
、
親
と
子
の
対

話
を
通
じ
て
正
し
い
交
一
通
ル
ー

ル
を
学
ぶ
つ
ど
い
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
・
：
8
月
2
9
日
間
午
後

5
時
か
ら
8
時
（
雨
天
中
止
）

▼
と
こ
ろ
・
：
大
久
保
自
動
車
敦斜

視
聴
覚
教
室

講
座

あ
な
た
も
、
ス
ラ
イ
ド
づ
く

り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
5
回

一
に
わ
た
っ
て
視
聴
覚
教
育
講
座

一
を
開
き
ま
す
。

一
▽
日
程
と
内
容
・
：
左
表

一
『
〉
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
食
館

ｔ Ｖ Ｓ

▽
講
師
・
：
ム
ー
ビ
ー
セ
ン
タ
ー

習
所
（
近
鉄
大
久
保
駅
西
へ
3
0
0

メ
ー
ト
ル
）
▼
内
容
・
：
自
転
車

の
安
全
な
乗
り
方
教
室
、
運
転

者
の
適
性
資
格
テ
ス
ト
、
消
防

署
員
に
よ
る
救
急

交通安全納涼大会
処
置
方
法
、
白
バ

イ
の
お
兄
さ
ん
や

婦
交
さ
ん
の
楽
し

い
お
話
の
ひ
ろ
ば
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ

な
夜
店
な
と
が
出

て
楽
し
い
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
や
キ
ャ

’
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

も
行
い
ま
す
▼
主

催
・
・
・
宇
治
市
少
年

補
導
協
議
会
。

（
交
通
労
政
課
）

所
長
・
有
田
幸
雄
さ
ん

7
対
象
・
：
1
5
歳
以
上
の
市
民
ま

た
は
、
市
内
通
勤
・
通
学
者

▽
定
員
：
5
0
人
（
先
善
順
）

▽
受
講
料
・
・
・
無
料

Ｔ
申
込
み
…
9
月
9
日
ま
で
に
、

直
接
来
館
さ
れ
る
か
、
電
話

ま
た
は
、
往
復
は
が
き
に
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

宇
治
市
公
民
館
（
宇
治
里
尻

7
1
1
9
萱
・
四
2
8
0
4
）
へ
。

視聴覚教室講座日程表

日程 内容

9月ｌｌ日（土）

19：00～21：00

オリエンテーション

スライド作りの基本

9月ｌ8臥土）

19：00～21：00

ンナリオ作り

「道標」（上映）

9月25日（土）

19：00～21：00
スライドの製作

10月9ａ（土）

19：00～21：00
柵集の仕方

10月16日（土）

19：00～21：00

音入れ、完成

試写

94

－

お
知
ら
せ

オ
－
プ
ン
エ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

元気にラジオ体操

3,000人が集合

　
さ
る
八
月
五
日
、
伊
勢
田
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
体
操
が
全
国
に
実
況
生
中
継

放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小

さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
約
三
千
人
が
集
合
。
午
堕
（
時

半
か
ら
、
池
本
市
長
を
は
じ
め
全

員
が
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
あ
わ
せ
て

元
気
に
ラ
ジ
オ
体
摸
を
て
り
ひ
ろ

げ
、
す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。
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